
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼第27回写真の町東川賞決まる

▼写真部高校生にカメラの支援～震災の復旧を激励

おいしい手料理
道端などに自生している身近な春の野草を使って簡
単、豪華な和風膳を作りましょう。
　
【春野草の和風膳】
＜材　料＞ （３人分程度）
●フキノトウの芯…約20ｇ
●こごみ…同
●カタクリの葉…６枚程度
●カニかまぼこ…市販品１袋
●てんぷら粉…れんげ約８杯
●みそ、薄口しょうゆ、みりん、削りかつお節…各少々
●市販のインスタントだし、天つゆ、しょうゆタレなど
（天つゆ用に代用する場合）
●てんぷら油…同
●玉子…１個

＜作り方＞
⑴てんぷら盛り合わせ
①てんぷらのたれ作り
　てんぷらたれの基本は「だし６：しょうゆ１：みりん１」。
　だしはかつお節でとるかつおだし。インスタントの顆粒だ
　しでも可。簡単に市販のかつおだし、めんつゆなどを使っ
　ても可。
②てんぷらを揚げる
ⅰ）てんぷら粉（れんげ約８杯分）、水（400cc）、玉子
（全卵１個）を混ぜる。てんぷら粉は１回目にれんげ7杯分、
　残りの１杯分は２回目に手でつまんで振り入れる（てんぷ
　ら粉は揚げる寸前に作ること）。
ⅱ）水は冷えているほうが良い。てんぷらの衣を作ってから
　その中に氷２、３個を加えて冷やしても可。
ⅲ）てんぷらを揚げる油温はセ氏170度程度。小さな衣を油
　に落とし、サッと揚がってくるようになったらＯＫ。
③カタクリの葉、フキノトウの茎、エゾイラクサをてんぷら
　の衣に絡めて揚げる。
④おろしだいこん、おろししょうがを添えて。
⑵ほうれん草、こごみのおひたし
①沸騰した湯でサッと湯がいて冷水に通し、水を切ったら食
　べやすく切って盛り付ける。かつお節をまぶして完成。
⑶カニかまのきぬた巻き
①湯がいたアスパラを一口サイズに切り、カニかまで３方か
　ら挟む。
②大根の薄切りで巻いて食べやすいサイズに切りそろえる。
③付け合わせのマヨネーズは、マヨネーズ（大さじ１）にみ
　そ（小さじ半分）を混ぜて完成。
⑷フキのみそ漬け
①湯がいたフキを食べやすい長さにぶつ切りにする。
②みそ、みりん、しょうゆ（各少々）を絡めて30分間程度付
　け置きして完成。

　カタクリの葉はでんぷん質が多いので、油で揚げると茶色
く変色します。注意しましょう。エゾイラクサは、新芽なら
味にくせがなく、おひたしにして食べてもおいしい一品です。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

【食べて健康・豆知識】
　旬の野菜や魚を食べることが免疫力を高めたり抵抗力をつけたり、
丈夫な体づくりにつながっていきます。
　山菜や野草がおいしくなる春には「苦味を盛れ」といわれてきま
した。芽吹く時期には苦味のあるものを食べ、冬の間にたまった老
廃物を出してビタミン、ミネラルを取り入れようという知恵です。
　フキノトウはつぼみの部分にあたり、この花が咲いた後には地下
茎から伸びる葉（ふき）が出てきます。カリウムを豊富に含んでお
り、塩分（ナトリウム）を体から排泄する役割があります。高血圧
の方には効果があります。
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第53回旭岳山のまつり
写真部高校生にカメラをプレゼント～復興にエール
まち・タウン
○自慢の新特産品誕生～試食会で太鼓判
○君の椅子、小野貴久ちゃんが第1号に
○黄金週間ドライブラリー、悪天候吹飛ぶにぎわい　　ほか

今、生き生きと
○No.44　漫画作家　根来　恵さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○被災地を訪問して
◇新刊図書・ビデオ案内

大雪山の素顔
○川が教えてくれたこと①　環境省東川自然保護官事務所　佐藤一交さん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○町議会第2回定例会を開きます
○環境影響評価準備書、道路の都市計画決定案の縦覧
○いきいきセンター2階の施設名は「ふるさと交流センター」に
○「環境保全型農業直接支払い交付金制度」の申請受け付け
○犬の登録と狂犬病予防注射
○「エキノコックス対策事業」が始まりました　　ほか

子育てチャンネル
○健康な子供の歯のために　松山デンタルクリニック　松山岳人さん

保健だより
○「特定健診」「がん検診」で元気な毎日

おいしい手料理
○「春野草の和風膳」　キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門　佳作

「いってきま～す」
加藤桂子さん撮影

英語のページは休載いたします
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第
27
回
写
真
の
町
東
川
賞
決
ま
る

特
別
作
家
賞
は
町
内
在
住
の
奥
田
實
氏
に 

　

国
内
、
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
作
家
の
秀

で
た
業
績
を
毎
年
顕
彰
し
て
い
る
「
写
真
の

町
東
川
賞
」
は
、
北
海
道
に
在
住
、
出
身
、

ま
た
は
ゆ
か
り
の
活
動
を
し
て
い
る
作
家
を

対
象
に
表
彰
す
る
特
別
作
家
賞
に
町
内
在
住

の
写
真
家
、
奥
田
實
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

海
外
作
家
賞
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ

ー
ン
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
ピ
ー
タ
ー
・

ド
レ
ス
ラ
ー
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。
国
内
作

家
賞
は
、
10
年
前
に
新
人
賞
を
受
賞
し
た
女

性
作
家
の
オ
ノ
デ
ラ
ユ
キ
氏
が
２
度
目
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
人
作
家
賞
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ

ッ
フ
ィ
ッ
ク
を
使
っ
て
映
像
を
連
続
的
に
変

形
さ
せ
る
モ
ー
フ
ィ
ン
グ
技
術
の
よ
う
に
写

真
作
品
を
発
表
し
、
技
法
を
追
求
し
て
い
る

北
野
謙
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
、
関
西
を
拠
点
に

長
年
写
真
に
関
わ
っ
て
い
る
百
々
俊
二
（
ど

ど
・
し
ゅ
ん
じ
）
氏
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
27
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
審
査
会
は
３

月
７
日
、
東
京
都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
長

第
27
回
写
真
の
町
東
川
賞
決
ま
る

特
別
作
家
賞
は
町
内
在
住
の
奥
田
實
氏
に 

　

今
年
の
「
第
27
回
写
真
の
町
東
川
賞
」
で
町
内
在
住
の
写
真
家
、
奥
田
實
氏
が
特
別
作
家
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
海
外
作
家
賞
に
は
ピ
ー
タ
ー
・
ド
レ
ス
ラ

ー
氏
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
在
住
）
、
国
内
作
家
賞
に
オ
ノ
デ
ラ
ユ
キ
氏
（
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
在
住
）
、
新
人
作
家
賞
に
北
野
謙
氏
（
東
京
都
小
平
市
在

住
）
、
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
に
百
々
俊
二
氏
（
奈
良
県
広
陵
町
在
住
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
は
７
月
30
日
（
土
）
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
、受
賞
作
家
作
品
展
は
同
日
か
ら
９
月
５
日
（
月
）
ま
で
、受
賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
同
月
31
日
（
日
）
、と
も
に
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
く
予
定
で
す
。

from: Business Class, 1996
© ピーター・ドレスラー　 Peter Dressler

12 Speed, CO-7, 2008
©オノデラユキ　Yuki Onodera

東京ドーム/東京  1990  Tokyo Dome、Tokyo
©北野　謙　Ken Kitano

トドマツ　Abies sachalinensis
美しさは針葉の色あいが重なった緑の奥深さ
©奥田　實　Minoru Okuda

大阪　都島区京橋　2008.3
Osaka　Kyobashi Miyakojima Ward
高校時代、通学の乗り換え駅だった。
成人して父と一度だけ飲んだ場所

©百々俊二　Shunji Dodo
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第27回写真の町東川賞決まる

海外作家賞
ピーター・ドレスラー（Peter Dressler）＝オーストリア・ウィーン在住＝
一連の作家活動に対して
　1942（昭和17）年ルーマニア・ブラショフ生まれ。1966（同41）－71（同46）年ウィーン美術アカデミー
入学（美術）。1980（同55）－83（同58）年、「オーストリア写真の歴史」展を共同企画、カタログに寄稿。
1989（平成元）年、オーストリア連邦から写真文化功労賞。2001（同13）年、ルペルティヌム近代美術館
（オーストリア・ザルツブルグ）写真賞。

国内作家賞 / オノデラユキ（おのでら・ゆき）＝フランス・パリ在住＝
一連の作家活動に対して

　1962（昭和37）年東京生まれ。桑沢デザイン研究所（東京）卒業後独学で写真を学び、1991（平成3）年第
１回写真新世紀展で優秀賞授賞。’93（同5）年パリに活動拠点を移す。2001（同13）年、東川賞新人賞。2003
（同15）年、写真集『カメラキメラ』（水声社刊）で木村伊兵衛賞。2006（同17）年、フランスで最も権威あ
る写真賞とされるニエプス賞。2010（同22）年開催の個展「オノデラユキ　写真の迷宮へ」展（東京都写真美
術館）が評価され芸術選奨文部科学大臣賞。

"Tie Break" シリーズより "Tie Break" シリーズより

"Business Class"　シリーズより　1996年

真珠のつくり方, No23, 2000 Transvest-Judie, 2005 11番目の指, No.2, 2006

年
審
査
委
員
だ
っ
た
岡
部
あ
お
み
氏
が
退
任
、

美
術
評
論
家
・
松
濤
美
術
館
学
芸
員
の
光
田

由
里
氏
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
は
次
の
通
り
（
50
音
順
、
敬
称

略
）
。

　

浅
葉
克
己
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
▼

笠
原
美
智
子
（
写
真
評
論
家
）
▼
楠
本
亜
紀

（
批
評
家
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
▼
佐
藤
時
啓

（
写
真
家
）
▼　

野
町
和
嘉
（
写
真
家
）
▼

平
野
啓
一
郎
（
作
家
）
▼
光
田
由
里
（
美
術

評
論
家
）
▼
山
崎
博
（
写
真
家
）

―　

◇　

―

海
外
作
家
賞

　

ピ
ー
タ
ー
・
ド
レ
ス
ラ
ー
氏

　

1
9
7
0
年
代
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
を
舞
台
に

積
極
的
に
作
品
を
発
表
。
文
字
や
ラ
ベ
ル
を

写
し
た
写
真
や
、
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す

る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
テ

ク
ス
ト
の
関
係
を
重
視
し
た
作
品
を
つ
く
る
。

　

90
年
代
か
ら
は
、
自
身
が
演
じ
た
ピ
ク
チ

ャ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
を
収
録
し
た
子
供
の
本
の

装
丁
を
真
似
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
制

作
を
始
め
る
。
ホ
テ
ル
の
備
品
を
盗
ん
で
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
に
収
め
よ
う
と
す
る
場
面
を
写

し
た
「Business Class

」
や
、
ガ
ウ
ン
を

ま
と
い
、
エ
ナ
メ
ル
皮
の
靴
を
は
き
、
白
手

袋
を
は
め
た
格
好
で
屋
内
テ
ニ
ス
を
す
る

「Tie 
Break

」
、
動
物
の
骨
や
調
度
品
、

絵
画
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と
い
っ
た
も
の
の
個
人

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
吟
味
す
る
姿
を
写
し
た

「Lasting Values

」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
と

ユ
ー
モ
ア
の
混
じ
っ
た
や
り
方
で
、
公
共
の

空
間
や
美
的
価
値
に
つ
い
て
の
問
い
を
投
げ

か
け
る
。

国
内
作
家
賞

　

オ
ノ
デ
ラ
ユ
キ
氏

　

作
品
シ
リ
ー
ズ
に
、
空
を
バ
ッ
ク
に
立
た

せ
た
古
着
の
不
思
議
な
存
在
感
を
写
し
た

「
古
着
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
、
箱
型
カ
メ
ラ

の
中
に
ビ
ー
玉
を
入
れ
て
街
中
の
群
集
を
撮

っ
た
「
真
珠
の
作
り
方
」
、
昆
虫
の
擬
態
へ

の
興
味
が
広
が
っ
て
新
聞
や
雑
誌
の
切
り
抜

き
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
撮
影
し
た

「Transvest

」
、
ロ
ー
マ
と
い
う
地
名
に

導
か
れ
て
訪
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ス
ペ
イ

ン
に
あ
る
土
地
を
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
で
片
方

づ
つ
撮
影
し
、
手
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た

「Rom
a―
Rom

a

」
な
ど
が
あ
る
。

　

一
般
的
な
写
真
の
概
念
を
軽
や
か
に
侵
犯

し
つ
つ
、
写
真
の
可
能
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
追
求
し
た
作
品
の
発
表
を
意
欲
的
に
続
け
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
な
ど
で

個
展
を
開
く
な
ど
世
界
的
に
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

新
人
作
家
賞

　

北
野　

謙
氏

　

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
か
ら
’95
（
同
７
）

年
こ
ろ
ま
で
東
京
の
街
を
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ

ー
で
と
ら
え
た
「
溶
游
す
る
都
市
」
シ
リ
ー

ズ
を
撮
影
し
、
２
０
０
９
（
同
21
）
年
に
写

真
集
と
し
て
ま
と
め
る
。

　

’99
（
同
11
）
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
、

地
域
、
信
仰
な
ど
、
あ
る
集
団
に
属
す
る

人
々
を
現
場
に
赴
い
て
撮
影
し
、
そ
の
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
を
均
等
に
多
重
露
光
し
た
「our 

face

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
。

　

日
本
に
留
ま
ら
ず
ア
ジ
ア
各
地
で
撮
影
を

続
け
、
今
後
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
フ
リ
カ
で
も
継
続
し
て
撮
影
を
行
う
予
定
。

世
界
の
人
を
「
垂
直
と
水
平
方
向
に
つ
な
げ

る
」
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

し
て
い
る
。
２
０
０
７
（
同
19
）
年
か
ら
、

あ
る
場
所
の
一
日
を
１
枚
の
フ
ィ
ル
ム
に
焼

き
付
け
る
「one 

day

」
シ
リ
ー
ズ
の
撮
影

を
始
め
て
い
る
。

特
別
作
家
賞

　

奥
田　

實
氏

　

昨
秋
出
版
し
た
大
作
「
生
命
樹
」
（
新
樹

社
刊
）
に
対
す
る
業
績
評
価
が
受
賞
理
由
。

　

一
見
す
る
と
樹
木
の
図
鑑
の
よ
う
な
装
丁

本
で
、
解
説
の
文
字
も
多
い
た
め
写
真
集
の

よ
う
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
配
置
さ
れ

た
図
が
丹
念
に
切
り
取
ら
れ
、
四
季
の
変
化

を
構
成
し
て
巧
み
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
写

真
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

Karl Blossfeldt

の
自
然
の
構
築
的
形
態

を
見
い
出
す
よ
う
な
植
物
写
真
集
を
想
起
さ

せ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
作
品
を
て
い
ね
い
に
見

て
い
く
と
、
木
の
生
命
に
つ
い
て
実
に
丹
念

に
観
察
し
研
究
さ
れ
た
成
果
で
あ
る
こ
と
が

了
解
で
き
る
。

　

長
年
に
渡
っ
て
旅
を
続
け
、
森
に
住
み
森

を
観
察
し
続
け
る
氏
の
姿
勢
は
、
ソ
ロ
ー
の

「
森
の
生
活
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
そ
し

て
ま
さ
に
植
物
図
鑑
の
よ
う
に
対
象
に
対
峙

し
、
淡
々
と
撮
影
す
る
姿
勢
は
、
特
別
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
る
。

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞

　

百
　々

俊
二
氏

　

百
々
俊
二
氏
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
阪
を

中
心
に
、
関
西
拠
点
に
長
年
写
真
に
関
わ
っ

て
き
た
。
自
身
の
記
憶
に
基
づ
い
た
風
景
を

た
ど
り
、
大
阪
の
人
と
土
地
を
8
×
10
（
㌅
）

フ
ィ
ル
ム
の
大
型
カ
メ
ラ
で
丹
念
に
撮
影
し

た
白
黒
写
真
集
「
大
阪
」
（
青
幻
舎
刊
、
２

６
２
㍉
㍍
×
２
６
２
㍉
㍍
１
８
８
㌻
）
を
昨

年
出
版
し
た
。

　

そ
の
写
真
は
個
人
的
な
記
憶
に
留
ま
ら
ず

に
、
〝
大
阪
〞
と
い
う
懐
か
し
さ
を
伴
っ
た

共
有
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
大
阪
を
知
る
者
に
も

知
ら
ぬ
者
に
も
想
起
さ
せ
る
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
大
阪
の
写
真
教
育
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
姿
勢
も
含
め
て
、
地
域
に

根
付
い
た
活
動
を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
方

に
贈
ら
れ
る
賞
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
結
論
と
な
っ
た
。

　

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
│
’77
（
同
52
）

年
ま
で
同
人
誌
「
地
平
」
を
刊
行
。
写
真
教

育
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、
一
貫
し
て
関
西

を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
’90
年
か
ら

撮
影
を
始
め
た
「
楽
土
紀
伊
半
島
」
、
’96
年

か
ら
撮
影
を
始
め
た
「
千
年
楽
土
」
で
は
、

奈
良
、
和
歌
山
、
三
重
を
往
還
し
な
が
ら
、

決
し
て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
と

風
土
の
関
係
を
写
真
に
収
め
た
。

　

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、
還
暦
後
か
ら

始
め
た
大
阪
の
撮
影
で
は
、
自
身
の
生
い
立

ち
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
、
近
代
の
歴
史

の
痕
跡
と
そ
の
「
い
ま
」
を
、
猥
雑
（
わ
い

ざ
つ
）
さ
と
静
謐
（
せ
い
ひ
つ
）
さ
が
同
居

し
た
作
品
の
中
に
と
ど
め
た
。

（
各
賞
受
賞
者
の
講
評
は
、
東
川
賞
審
査
会

委
員
、
佐
藤
時
啓
氏
の
講
評
か
ら
抜
粋
）
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　1968（昭和43）年東京都生まれ。1991年日本大学生産工学部卒業、（有）インテンスインクを経て1993年より
フリーランス。2004年写真の会賞、2007年日本写真協会新人賞。2010年には北京の三影堂撮影芸術中心にてアーテ
ィスト・イン・レジデンスの後、同美術館にて個展を行う。2011年第14回岡本太郎現代芸術賞特別賞。

特別作家賞 / 奥田實（おくだ・みのる）＝東川町在住＝
作品集「生命樹」（2010年、新樹社刊）に対して
　1948（昭和23）年埼玉県本庄市生まれ。全国の自然風景撮影のかたわら、高山植物を題材に大雪山の撮影を始める。
1986（同61）年、東川町に仕事場を構え、大雪山と周辺の自然撮影、北海道の森林を心象風景で表現することが撮影
テーマ。公益社団法人日本写真家協会会員。

 「溶游する都市／FLOW AND FUSION」
渋谷／東京、1991

「溶游する都市／FLOW AND FUSION」
柳／晴海　東京、1995

アニメのコスプレの少女たち34人を重ねた肖像
台北市のコミケ、ストリート上で　台湾 2009年4月18日撮影

ブナ　Fagus crenata
黄葉の盛りを過ぎて鉄さび色に沈んだ
ブナの森が大好きである
2007-10年

カシワ　Quercus dentata
果実を包みこむ殻斗の鱗片にもカシワの
息づかいが聞こえる
2007-10年

ホオノキ　Magnolia obovata
気品漂う花の咲き姿はまさに森の女王
2007-10年

浪速区恵比寿ジャンジャン横町　三柱クラブ外　
2010.1
三柱クラブから出てきた将棋仲間

西宮市甲子園2008.9
リニューアル前の甲子園アルプススタンド、
7回裏ジェット風船。私にとって甲子園は大阪だ

淀川区淀川河川公園2008.5

第27回写真の町東川賞決まる

新人作家賞 / 北野謙（きたの・けん）＝東京都小平市在住＝
「our face」プロジェクト及び写真集「溶悠する都市」（MEM、2009）に対して

飛彈野数右衛門賞 / 百々俊二（どど・しゅんじ）＝奈良県北葛城郡広陵町在住＝
写真集「大阪」（2010年、青幻社刊）及び長年の地域における写真教育への貢献に対して
　1947（昭和22）年大阪生まれ。九州産業大学写真学科卒業。東京写真専門学校教員を経て’72（同47）年から大阪写真専門学校（現ビ
ジュアルアーツ専門学校）教員、’98（平成10）年から学校長。’96（同8）年、『楽土紀伊半島』（ブレーンセンター刊）で日本写真協
会年度賞。’99（同11）年、『千年楽土』（同）で第24回伊奈信男賞。2007年、日本写真芸術学会芸術賞。2011年、写真の会賞。

＜受賞者敬称略＞
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大雪旭岳「SEA TO SUMMIT 2011」
6月 18日㈯・19日㈰

【18日】
14：00

16：00
19：00
19：30
【19日】
  7：00

SEA TO SUMMIT 開会式〔グランドホテル大雪〕
SEA TO SUMMIT 環境シンポジウム〔グランドホテル大雪〕　
旭岳安全祈願祭 〔旭岳ロープウェイ姿見駅（標高1,600m.）〕
たいまつ行進（青少年野営場）
ヌプリコロカムイノミ（青少年野営場）〔山の安全を祈るアイヌ民族の儀式と踊り〕

SEA TO SUMMIT 大会スタート
①カヤック約5km.（忠別湖）②バイク＝自転車約15km.（忠別湖～旭岳温泉間）
②ハイク約２km.〔旭岳ロープウェイ姿見駅（標高1,600m.）～旭岳頂上（標高2,291m.）〕

催  し
【18日】
　11：00～

　17：00～

【19日】
　  9：00～

｢Earthdayねおすin東川・旭岳山の祭り｣
(バードコール、蜜蝋(ろう)キャンドル、特製木製フォトスタンド販売、木製
クラフト体験、自然保護監視員のお仕事紹介、考座｢死なない登山塾｣(山樂舎
ＢＥＡＲ・佐久間弘さん)、高山植物見本園の散策(無料、20人)など)
森のレストラン開店(青少年野営場)
(エゾシカ肉のカレーライス、みそおでん、おこわ、ジンギスカン、焼き鳥、
生ビール)

ネーチャーガイドと歩く旭岳姿見の池トレッキング(参加費3,000円、ロープ
ウェー乗車料金別)

●要予約（締め切り6／17、無料・定員40人）
　☎82―3761（実行委事務局）
●「西2号」「東2号」「東4号」「東8号」で
　それぞれ途中乗・下車可能

町民専用シャトルバス運行〔6／18〕

道草館前発
旭岳温泉着
旭岳温泉発
道草館前着

2便
16：10
17：10
20：30
21：10

1便
13：30
14：10
―
―

行
き
帰
り



写真部高校生にカメラを プレゼント～復興にエール
「写真甲子園・東日本大震災被災高校写真部支援プロジェクト」

　被災地の宮城県内高校を訪れたのは、「写真甲子

園・東日本大震災被災高校写真部支援プロジェクト」

の訪問団。写真甲子園実行委員会長の松岡市郎町長、

同実行委の浜辺啓町議会議長、写真甲子園審査委員

長の写真家・立木義浩氏、協賛企業として被災高校

の写真部にカメラ機材を提供したキヤノンＭＪ㈱の

村瀬治男会長、協賛雑誌社の学研パブリッシング、

集英社一行ら17人。

　訪れた学校は、気仙沼向洋高校（気仙沼西高校仮

校舎）、本吉響高校、石巻北高校、石巻好文館高校、

石巻市立女子高校、宮城県農業高校（亘理高校仮校

舎）。６校の写真部に写真甲子園実行委、キヤノン

ＭＪ、雑誌協力７社からそれぞれパソコン、デジタ

ルカメラ、プリンター、協力雑誌７社の写真誌、写

真記録用のメモリーカード、消臭剤、高橋はるみ北

海道知事の激励メッセージを届けました。

　写真甲子園の常連出場校として強豪校の宮城県柴

田農林高校写真部顧問、山下学先生から「写真甲子

園に作品応募したくても機材すべてを流されて活動

できない学校がたくさんある」と申し出を受け、今

回の支援プロジェクトが実現しました。

　６校訪問の後、松岡市郎町長は「安全・安心でお

いしい地下水連絡協議会」に加盟している盟友自治

体の福島県川内村を訪れました。

　同村は福島原発から半径30㌔㍍圏内として避難指

示が出ています。松岡町長らは猪狩貢副村長らから

村の避難状況など現状の説明を受け、復旧作業を激

励しました。

写真部高校生にカメラを
「写真甲子園・東日本大震災被災高校写真部支援プロジェクト」

　東川町、写真甲子園実行委員会、キヤノンＭＪ㈱、協賛雑誌社が５月10、11の両日、東日本大震
災の津波で被災した宮城県内の高校６校の写真部、「安全・安心でおいしい地下水連絡協議会」
に加盟している福島県川内村を訪れ被災のお見舞い慰問をしました。震災後２カ月、今なお残る
被災後の闘い、復旧への歩みを進めている被災地の様子を写真で紹介します。

気仙沼向洋高校 石巻好文館高校 石巻市立女子高校 宮城農業高校 町、町議会議員一同から猪狩副村長（写真左）に義援金を
手渡しました

津波被害のすさまじさにあ然とする松岡町長ら

約400m離れた港の加工場から流れ着いた魚が異臭を放っていました

全村避難になったため、川内村災害対策本
部は、郡山市内の総合スポーツ施設（ビック
パレット）敷地内の仮設プレハブで作業

プレゼント～復興にエール
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君
の
椅
子
、小
野
貴
久
ち
ゃ
ん
が
第
１
号
に

君
の
椅
子
、小
野
貴
久
ち
ゃ
ん
が
第
１
号
に

　

５
月
17
日
ま
で
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
い
た

鉄
道
写
真
家
、
広
田
泉

さ
ん
（
43
）
の
「
東
川

鉄
道
」
写
真
展
に
合
わ

せ
て
、
同
月
５
日
東
京

を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
新
人
鉄
道
写
真
家
の

森
由
梨
香
さ
ん
（
26
）

を
交
え
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

連
休
中
の
会
場
は
各

地
か
ら
来
場
し
た
鉄
道

写
真
愛
好
家
、
家
族
連
れ
約
１
２
０
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
親
交
が
あ
る
ア
マ

チ
ュ
ア
鉄
道
写
真
グ
ル
ー
プ
「
七
鉄
の
会
」

の
会
員
も
訪
れ
ま
し
た
。

　

北
関
東
大
震
災
の
約
１
カ
月
後
、
４
月
10

日
前
後
に
被
災
地
を
訪
れ
、
そ
の
時
撮
影
し

た
三
陸
鉄
道
沿
線
の
悲
惨
な
様
子
を
中
心
に
、

現
地
の
様
子
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

津
波
で
飴
の
よ
う
に
グ
ニ
ャ
リ
と
大
き
く

曲
が
っ
た
線
路
、
駅
で
止
ま
っ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
気
動
車
、
美
し
か
っ

た
前
浜
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

陸
前
小
泉
駅
前
の
被
害
写
真
な
ど
を
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
。

「
今
、
三
陸
鉄
道
、
ひ

た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
の

震
災
後
の
写
真
集
を
制

作
中
で
、
そ
の
益
金
を

寄
付
し
た
い
」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。

　

展
示
は
昨
年
発
表
し

た
「
銀
座
鉄
道
」
展

（
東
京
）
か
ら
１
０
８

点
の
最
新
作
と
「
七
鉄

の
会
」
会
員
の
作
品
15

点
、
５
年
前
に
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
い
た
「
日

本
の
レ
ー
ル
が
語
る
こ

と
」
展
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
寄
贈
作
品
38

点
を
加
え
ま
し
た
。

王
蜂
が
新
し
く
巣
を
作
り
始
め
る
前
の
駆
除

は
、
子
孫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
１
年
の

う
ち
で
一
番
効
果
的
。
参
加
者
は
補
虫
網
を

手
に
、
約
１
時
間
に
渡
っ
て
周
囲
を
回
り
ま

し
た
。

　

例
年
な
ら
す
で
に
新
女
王
蜂
が
巣
作
り
に

向
け
て
急
が
し
く
飛
び
回
る
時
期
で
す
が
、

今
年
は
気
温
の
低
い
日
が
多
く
、
本
格
的
な

ハ
チ
の
活
動
に
は
早
い
よ
う
。
わ
ず
か
に
10

　
匹
の
成
果
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
一
年
間
の
捕
獲
数
は
、
上
川
管
内
全
体

で
約
８
千
７
０
０
匹
、
東
川
町
内
で
約
千
４

０
０
匹
に
達
し
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
、
羽
衣
公
園
で
外
来
種
セ
イ
ヨ

ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆
除
作
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

上
川
総
合
振
興
局
が
中
心
と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
非
営
利
特
定
活
動
）
法
人
ね
お
す
の
ス

タ
ッ
フ
、
大
雪
と
東
川
町
の
自
然
を
守
る
会

（
鶴
岡
常
男
会
長
）
会
員
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

春
の
駆
除
は
７
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
女

　

家
族
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
な

が
ら
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
っ
て
お
得
な
特
典
を
楽
し
め

る
「
２
０
１
１
み
ち
く
さ
ド
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
５
月
３
日
か

ら
同
５
日
ま
で
３
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
黄
金
週
間
後
半
は
、

３
、
４
の
両
日
、
午
前
中
旭
岳
温
泉
方
面
で

小
雪
が
降
っ
て
肌
寒
い
連
休
に
な
り
ま
し
た
。

出
足
を
く
じ
く
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

初
日
は
１
日
限
定
の
３
０
０
人
を
超
す
３
２

７
人
が
訪
れ
、
３
日
間
で
延
べ
７
０
８
人
の

家
族
連
れ
が
町
内
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
参
加
店
中
、
21
店
舗
で

は
ラ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

す
る
と
さ
ら
に
お
得
な
サ
ー
ビ

ス
を
８
月
末
日
ま
で
用
意
し
て

魅
力
ア
ッ
プ
。
７
年
目
を
向
か

え
て
、
毎
年
参
加
し
て
く
れ
る

フ
ァ
ン
の
方
も
多
く
、
兵
庫
県

豊
岡
市
か
ら
と
い
う
一
家
も
。

　

３
日
間
使
い
放
題
の
パ
ス
ポ

ー
ト
を
手
に
「
く
う
１
」
「
く
う
２
」
「
み

る
」
「
ハ
マ
る
」
４
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
35
店
舗

を
自
由
気
ま
ま
に
行
っ
た
り
、
来
た
り
。
道

の
駅
・
み
ち
く
さ
館
前
の
餅
付
き
を
楽
し
ん

だ
り
、
旭
岳
、
天
人
両
峡
温
泉
を
の
ん
び
り

は
し
ご
入
浴
。
町
内
の
〝
う
ま
い
も
の
ど
こ

ろ
〞
で
お
腹
も
大
満
足
の
笑
顔
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

黄
金
週
間
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、悪
天
候
吹
飛
ぶ
に
ぎ
わ
い

黄
金
週
間
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、悪
天
候
吹
飛
ぶ
に
ぎ
わ
い

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
駆
除

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
駆
除

　

自
慢
の
特
産
品
を
開

発
し
よ
う
―
と
昨
年
11

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
構
築

の
商
品
開
発
の
第
１
弾

と
し
て
、
「
こ
だ
わ
り

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
山
わ
さ

び
入
り
」
「
極
上
と
ろ

粥
（
か
ゆ
）
」
「
食
べ

る
ス
ー
プ
」
（
カ
レ
ー
、

コ
ン
ソ
メ
の
２
種
）
の

４
品
の
試
作
品
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
試
食

会
を
行
い
、
商
品
化
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
ま

し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
、
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協

組
合
長
、
藤
田
裕
三
東
川
町
商
工
会
長
、
武

田
政
久
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
天
人
峡
温
泉

部
会
長
、
山
森
敏
晴
東
川
振
興
公
社
社
長
ら

が
出
席
し
て
食
味
を
チ
ェ
ッ
ク
。
「
こ
の
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
は
マ
グ
ロ
に
合
う
ね
」
「
お
か
ゆ

は
と
ろ
っ
と
し
て
、
中
の
豆
と
雑
穀
の
食
感

が
絶
妙
」
「
ス
ー
プ
も
身
だ
く
さ
ん
で
お
い

し
い
」
と
い
ず
れ
も
高
評
価
が
出
ま
し
た
。

　

６
月
に
も
商
品
化
事
業
を
進
め
る
た
め
の

仮
称
「
東
川
町
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
販
売
、
Ｐ
Ｒ
、
今
後

の
商
品
開
発
な
ど
を
協

議
し
ま
す
。

　

特
産
品
開
発
は
、
町
、

農
協
、
商
工
会
、
観
光

協
会
、
東
川
振
興
公
社

の
五
者
が
中
心
と
な
っ

て
昨
年
11
月
に
ス
タ
ー

ト
。
㈱
プ
ラ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
（
東
京
）
の
出

村
明
弘
代
表
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
ま
で
に
15
品

目
、
今
後
毎
年
３
品
ず
つ
の
特
産
品
を
商
品

開
発
す
る
計
画
で
す
。

　

前
日
の
低
温
か
ら
一
転
し
て
気
温
が
上
が

り
青
空
か
ら
日
が
差
す
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

12
人
の
早
乙
女
、
６
人
の
介
助
役
が
水
ぬ

る
む
田
に
素
足
で
入
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り

と
リ
ズ
ム
を
刻
む
田
植
え
唄
（
う
た
）
に
合

わ
せ
て
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
苗
を
手
植
え
し
、

今
年
の
豊
作
を
願
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
ご
ろ

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

５
月
16
日
、
東
川
町
東
２
号
北
１
、
三
田

常
男
さ
ん
（
64
）
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田

（
し
ん
せ
ん
で
ん
）
で
今
年
の
お
田
植
え
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

道
内
で
唯
一
、
北
海
道
神
宮
（
吉
田
源
彦

宮
司
）
の
神
前
に
奉
納
す
る
神
饌
米
を
作
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
に
続
い
て
例
年
よ

り
遅
い
田
植
え
に
な
り
、
昨
年
よ
り
１
日
早

い
も
の
の
、
例
年
よ
り
３
日
遅
く
な
り
ま
し

た
。

　

「
君
の
椅
子
２
０
１
１
」

モ
デ
ル
の
町
内
第
１
号
は
東

町
２
、
団
体
職
員
小
野
博
史

さ
ん
（
35
）
の
長
男
、
貴
久

ち
ゃ
ん
に
―
。

　

５
月
19
日
、
旭
川
市
内
の

道
立
旭
川
美
術
館
で
今
年
の

モ
デ
ル
発
表
の
席
上
、
お
母

さ
ん
の
幸
さ
ん
（
35
）
に
抱

き
か
か
え
ら
れ
、
祖
母
の
一
子
さ
ん
（
60
）

と
一
緒
に
椅
子
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
去
年
は
69
人
の
赤
ち

ゃ
ん
に
椅
子
を
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

椅
子
は
自
分
の
居
場
所
。
職
場
、
学
校
、
く

つ
ろ
ぎ
の
家
庭
に
居
場
所
が
あ
る
の
が
幸
せ

の
原
点
で
あ
り
、
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
居
場

所
は
幸
せ
の
基
点
」
と
幸
せ

を
願
っ
て
新
し
い
椅
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

旭
川
大
学
磯
田
憲
一
ゼ
ミ

の
「
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
発
表
に
併
せ
て
、
剣
淵

町
、
愛
別
町
の
赤
ち
ゃ
ん
１

人
ず
つ
も
第
1
号
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
年
の
モ
デ
ル
は
美
術
家
、
大
竹
伸
朗
氏

（
55
）
＝
愛
媛
県
宇
和
島
市
在
住
＝
の
デ
ザ

イ
ン
で
、
町
内
在
住
の
木
工
作
家
、
宮
地
鎮

雄
さ
ん
（
50
）
が
制
作
し
ま
し
た
。

鉄
道
写
真
家
、広
田
泉
さ
ん
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

鉄
道
写
真
家
、広
田
泉
さ
ん
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

自
慢
の
新
特
産
品
誕
生
〜
試
食
会
で
太
鼓
判

自
慢
の
新
特
産
品
誕
生
〜
試
食
会
で
太
鼓
判

神
饌
田
、豊
作
祈
っ
て
お
田
植
え
祭

神
饌
田
、豊
作
祈
っ
て
お
田
植
え
祭
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「
出
産
後
心
理
学
の
本
を
読
ん
で
い
て
、

『
昔
好
き
だ
っ
た
こ
と
す
る
と
ス
ト
レ
ス

解
消
に
な
る
』
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

漫
画
を
描
い
て
み
た
ら
す
ご
く
楽
し
く

て
…
。
１
本
描
い
て
雑
誌
に
出
し
た
ら
賞

金
を
も
ら
え
た
ん
で
す
。
う
れ
し
く
な
っ

て
何
回
か
描
い
て
…
」
。
当
時
は
ち
ょ
っ

と
し
た
お
小
遣
い
稼
ぎ
の
ア
ル
バ
イ
ト
感

覚
だ
っ
た
よ
う
。

　
長
女
の
風
華
ち
ゃ
ん
（
５
つ
）
が
幼
児

セ
ン
タ
ー
に
通
う
よ
う
に
な
り
「
こ
れ
で

最
後
（
エ
イ
ッ
）
！
」
と
大
き
な
賞
に
応

募
し
た
作
品
が
大
き
な
転
機
に
な
り
ま
し

た
。

　
『
ペ
ン
ネ
ー
ム
ど
う
し
ま
す
？
』
と
編

集
者
が
聞
い
て
き
た
時
、
「
背
が
低
い
の

で
『
背
の
順
な
ら
一
番
前
だ
か
ら
、
巻
頭

カ
ラ
ー
取
れ
な
い
か
な
ぁ
』
っ
て
思
っ

て
…
」
と
決
め
た
名
前
が
「
せ
（
背
）
の

じ
ゅ
ん
（
順
）
」
。

　
「
東
川
は
子
育
て
環
境
が
す
ご
く
充
実

し
て
い
る
か
ら
で
き
た
。
仕
事
と
し
て
認

定
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
夕
方
ま
で
安
心

し
て
仕
事
に
集
中
で
き
ま
す
。
友
達
に
も

『
東
川
い
い
よ
ー
。
引
っ
越
し
て
お
い
で

よ
』
っ
て
勧
め
て
る
ん
で
す
よ
」
。

　
作
家
名
「
瀬
能
旬
（
せ
の
う
・
じ
ゅ

ん
）
」
。
新
進
気
鋭
漫
画
家
―
。

　
デ
ビ
ュ
ー
作
「
破
れ
た
ら
縫
え
」
で
プ

ロ
の
漫
画
作
家
活
動
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

先
輩
を
追
い
か
け
て
入
学
し
た
高
校
で
起

き
る
恋
の
悩
み
と
心
の
機
微
を
描
い
た
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
ス
ト
ー
リ
ー
。
「
女
の
子
の

悩
み
が
リ
ア
ル
で
、
す
ご
く
共
感
で
き
る
」

「
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
か
わ
い

く
て
『
が
ん
ば
れ
ー
』
と
応
援
し
た
く
な

る
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
作
目
の
近
作
「
束
縛
と
解
放
」
は
淡

い
青
春
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。

　
洋
服
専
門
学
校
に
通
う
主
人
公
「
華
乃
」

（
19
）
は
、
制
作
課
題
の
メ
ン
ズ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
モ
デ
ル
選
び
に
困
り
、
幼
馴
染
み
で

片
思
い
の
高
校
２
年
生
「
葉
（
よ
う
）
」

（
16
）
に
頼
む
こ
と
に
。
「
華
乃
」
は
す

っ
か
り
緊
張
し
て
…
。

　
作
品
作
り
の
た
め
、
卒
業
し
た
母
校
の

専
門
学
校
を
訪
れ
て
取
材
も
し
ま
し
た
。

　
「
背
景
を
お
ざ
な
り
に
し
た
く
な
か
っ

た
の
で
…
」
と
、
母
校
の
校
舎
、
札
幌
市

内
の
街
並
み
、
地
下
鉄
構
内
の
雰
囲
気
な

ど
を
撮
影
し
、
そ
の
写
真
か
ら
背
景
イ
メ

ー
ジ
の
都
会
の
風
景
も
出
来
上
が
り
ま
し

た
。 今

、生
き
生
き
と

　

女
の
子
な
ら
、
中
学
生

の
こ
ろ
に
一
度
は
描
い
て

み
た
こ
と
の
あ
る
少
女
マ

ン
ガ
の
世
界
。
ノ
ー
ト
の

中
で
広
が
っ
て
い
た
恋
へ

の
憧
れ
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ

ー
が
今
、
東
川
町
内
の
漫

画
家
の
手
で
雑
誌
の
中
に

独
自
の
世
界
を
広
げ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
と
し
て
歩
み

始
め
て
２
年
。
揺
れ
る
恋

心
、
微
妙
な
女
心
の
機
微

を
描
い
て
徐
々
に
フ
ァ
ン

も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

今
の
目
標
は
単
行
本
の
出

版
。
「
東
川
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
作
家
に

な
れ
た
ら
―
」
と
日
夜
ペ

ン
を
握
っ
て
奮
闘
中
で
す
。

4444

漫
画
作
家　

根
来　

恵
（
ね
ご
ろ　

め
ぐ
み
）
さ
ん

参考の資料・コミック誌が書棚にいっぱい

プロ作家へのデビューとなった「ベツコミ」誌

近
作「
束
縛
と
解
放
」

根来　恵さん／漫画家／北町2丁目
東川町出身、32歳。北海道文化服装専門学校（札幌）卒。大阪出身のご主人（33）、長女（5つ）と3人家族。2年前、第64回小学館新人コミック大賞で｢破れ
たら縫え｣が佳作入選。コミック誌｢ベツコミ｣（小学館）でプロデビュー。ペンネームは｢瀬能旬｣。同誌最新作は12作目、41ページの力作｢束縛と解放｣。ほかに
隔月発行の「別冊デラックス」（同）５月号の最新号では31ページの｢あたしにもおしえてよ｣を掲載。

  ねごろ　  めぐみ
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俳　

句

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害

を
受
け
て
か
ら
2
カ
月
経
っ
た
５
月
中
旬
、
宮

城
県
の
高
校
写
真
部
6
校
に
激
励
訪
問
し
て
き

た
。
被
害
を
受
け
た
高
校
は
津
波
に
よ
っ
て
写

真
機
材
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
い
、
活
動
停
止

の
状
態
。
写
真
甲
子
園
や
全
国
高
等
学
校
文
化

連
盟
主
催
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
通

称
高
文
連
）
に
作
品
応
募
が
で
き
な
い
、
と
聞

き
、
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

の
支
援
を
得
て
カ
メ
ラ
機
材
な
ど
を
持
参
し
、

北
海
道
知
事
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
て
作

品
応
募
の
積
極
的
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
た
。

「
写
真
を
通
じ
て
地
域
の
人
々
の
笑
顔
や
元
気

を
引
き
出
す
こ
と
、
復
興
の
様
子
を
写
真
に
収

め
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
も
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
」
と
。

　

あ
る
被
災
高
校
で
は
、
生
徒
10
人
に
１
人
の

割
合
で
親
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
「
生
徒
の
家

族
や
親
族
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
犠
牲

者
は
い
る
」
と
校
長
先
生
は
言
う
。
悲
し
く
辛

い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
道
路
が
よ
う
や
く
復
旧
し
始
め
、
電
柱
敷

設
が
進
み
、
一
部
が
れ
き
の
収
集
も
行
わ
れ
て

い
る
。
被
害
を
受
け
た
気
仙
沼
と
石
巻
の
学
校

へ
行
っ
て
み
た
が
、
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
る
よ

う
に
、
3
階
、
4
階
建
て
の
校
舎
だ
け
が
残
っ

て
お
り
、
周
り
の
住
宅
は
廃
墟
と
が
れ
き
の
山

に
な
っ
て
い
る
。

　

異
様
な
風
景
で
あ
る
。
「
臭
い
が
す
ご
い
か

ら
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
マ
ス
ク
を
渡
さ
れ
た

が
、
使
用
し
な
い
で
が
れ
き
の
中
を
歩
い
て
み

て
い
た
。
魚
数
匹
の
群
れ
が
固
ま
っ
て
、
50
年

ほ
ど
前
の
魚
か
す
肥
料
の
よ
う
な
臭
い
を
あ
ち

こ
ち
で
放
っ
て
い
る
。
中
に
は
子
ど
も
の
名
前

「
○
○
○
○
○
」
と
書
か
れ
た
小
学
生
の
作
文

ま
で
も
流
さ
れ
て
き
て
い
る
。
「
作
文
の
子
ど

も
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
」
と
頭
を
よ

ぎ
る
。

　

外
を
歩
い
て
い
る
と
そ
れ
ほ
ど
異
臭
は
気
に

な
ら
な
か
っ
た
が
、
乗
っ
て
き
た
ワ
ゴ
ン
型
車

に
戻
っ
て
ド
ア
を
閉
め
る
と
、
靴
に
付
い
た
土

と
と
も
に
複
雑
な
臭
い
が
強
烈
に
鼻
を
つ
い
た
。

　

津
波
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
平
野
部
に

ま
で
も
押
し
寄
せ
、
水
田
に
は
材
木
や
車
な
ど

の
が
れ
き
が
散
在
し
て
い
る
。
災
害
後
2
カ
月

経
っ
て
い
る
が
、
後
片
付
け
は
ま
っ
た
く
進
ん

で
い
な
い
。
農
業
者
が
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
送
電
が
未

回
復
で
避
難
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
…
。

不
思
議
な
光
景
で
あ
る
。

　

私
た
ち
が
出
会
っ
た
写
真
部
の
生
徒
さ
ん
た

ち
の
９
割
程
度
は
女
生
徒
で
あ
っ
た
が
、
明
る

い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
写
真
家
立
木
義
浩

さ
ん
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
を
写
真
に
収

め
元
気
づ
け
て
い
た
。

　

被
災
地
訪
問
の
目
的
は
激
励
だ
っ
た
の
だ
が
、

逆
に
「
元
気
、
勇
気
、
や
る
気
を
出
さ
な
け
れ

ば
」
と
生
徒
た
ち
か
ら
学
ん
だ
。
そ
し
て
地
球

の
力
の
前
に
は
人
間
の
力
が
い
か
に
無
力
で
、

地
球
と
の
共
生
が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
―
。

　

一
日
も
早
く
元
の
暮
ら
し
が
戻
る
こ
と
を
願

っ
て
止
ま
な
い
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
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被
災
地
を
訪
問
し
て

俳　

句

　ニューヨークで活躍する女性ジャー
ナリストのリズは、仕事とプライベート
に忙しい日 を々送っていたが、どこか満
足しきれない思いを抱いていた。失恋
と離婚を経験した彼女はある日、すべ
てを捨てて人生をリセットするためにイ
タリア、インド、バリ島へと１年間の自分
探しの旅に出ることを決意する。（140
分）

　「じぶんのはたけをつくって
もいい？」。ママもエディの思いつ
きに大賛成。庭の一角の土を掘
り返し、いろいろな野菜のタネを
まきました。タネはどうやって大
きくなるの？ナメクジが出てきた
らどうするの？不思議に思ったこ
とは、お母さんやおじいちゃんが
きちんと答えてくれます。やがて
野菜は立派に育ち…。

　琵琶湖畔のまち、石走に住み続ける日
出家と棗家には、代々受け継がれてきた
「力」があった。日出涼介は力を疎ましく
思うが、掟に従って本家の後継ぎ、淡十
郎に振り回されつつも修行をしながら高
校生活を送る。偶然同じクラスになった日
出家のライバル棗広海が恋敵だとわかっ
た淡十郎は、広海ごと棗家を石走から追
い出そうと画策するが…。

食べて
祈って
恋
を
し
て

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ソ
ニ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ

偉
大
な
る
、し
ゅら
ら
ぼ
ん

（
一
般
書
）

万
城
目
学
／
著
、集
英
社
／
刊

エディの
や
さいば
た
け

（
絵
本
）

サ
ラ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
／
著
、福
音
館
書
店
／
刊

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

川が教えてくれたこと①
　みなさん、はじめまして。環境省東川自然保護官事務所
の佐藤です。昨年の４月に着任し、１年が過ぎました。こ
れより大雪山の自然の紹介をさせていただこうと思います
が、その前に、事務所の紹介や私自身の紹介をさせていた
だきたいと思います。
　私が勤務する東川自然保護官事務所は、東川町から南富
良野町までの国立公園の範囲を担当し、元々は勇駒別駐在
の国立公園管理員として昭和47年から配置されました。
平成６年に事務所名称が変更され、現在、私で14代目の
職員となっています。
　さて、自己紹介を少々。生まれは山形県の庄内地方と呼
ばれる平野部です。平成17年の市町村合併により酒田市
という名称に統合されましたが、以前は平田町という名で、
その名前のとおり見渡す限りの水田が広がる町で育ちまし
た。
山形県の県土の形はご存じでしょうか？　ちょうど成人男
性の横顔のような形をしています。その目があるであろう
位置にありました。なので、夏祭りはめんたま祭り…。庄
内平野の北方遙（はる）かには出羽富士、鳥海山（標高

槌
音
の
少
し
止
み
て
や
三
尺
寝

つ
や
や
か
な
故
郷
の
庭
柿
若
葉

近
寄
り
て
く
す
ぐ
り
抜
け
る
初
夏
の
風

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
蕾
に
差
し
初
む
紅
ほ
の
か

生
き
る
と
は
小
さ
き
灯
水
仙
花

凪
て
け
ふ
ゆ
め
で
あ
れ
ば
の
津
波
の
地

鯉
の
ぼ
り
願
い
を
乗
せ
て
泳
ぎ
き
れ

庭
に
掃
く
木
の
葉
の
し
め
り
五
月
雨

北
上
川
お
よ
げ
よ
お
よ
げ
鯉
幟

花
菜
風
段
々
畑
吹
き
き
た
る

宮
島
の
マ
ガ
ン
隊
列
初
夏
の
旅

剪
定
や
古
木
の
拳
大
き
か
り

春
月
や
瓦
礫
の
中
の
鼓
動
か
な

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

2,236m）、また南には出羽
三 山 の 主 峰 、 月 山
（1,984m）がそびえていま
す。それらの山々の雪解け
水を受けて、「こしひかり」
や「ひとめぼれ」「どまん
なか」、また最近では「つ
や姫」という庄内米を産出
しています。合併前の人口
は約7,000人。なんだか東川
町に似ていますよね。
　趣味は渓流釣りです。幼
少のころから釣りが好きで、
特に単独行動が可能な年齢

になると、山奥の渓流の雰囲気と、そこに棲む宝石のよ
うな渓流魚に惹（ひ）かれるようになりました。大きな
声では言えませんが、国家公務員になったのも全国の渓
流を巡りたかったのが志望動機なのです。
　釣りのジャンルに関しては、エサによるミャク釣り、
テンカラ、フライフィッシィング、ルアーと手段を選ば
ず。ただ近年は幼少期に親しんだルアー釣りに巡り戻っ
ています。最近驚いたことといえば、近郊での釣行の折
り、幻と思っていた釣り技法、誘い釣りを実践していた
高齢の釣り師と出会ったことです。次のステップが見え
てきた今日このごろです。
　そんなことから私の自然観はすべて川からの切り口に
なります。次回以降、そんな話をお伝えできたらと思い
ます。（つづく）

環境省東川自然保護官事務所　佐　藤　一　交

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

▲

山
形
の
渓
流
に
て
（
イ
ワ
ナ
）

 

な
ぎ
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

くらし
・

ネットワーク

　

た
だ
し
実
際
に
保
険
料
の
払
い
込

み
は
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
期
間
は

「
保
険
料
納
付
済
期
間
」
に
含
ま
れ
ず
、

65
歳
か
ら
給
付
の
老
齢
基
礎
年
金
で
は

年
金
額
の
算
定
対
象
期
間
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
（
「
保
険
料

納
付
済
期
間
」
を
４
８
０
月
＝
40
年
間
）

に
近
づ
け
る
た
め
に
は
、
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
か
ら
10
年
間

以
内
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
（
追
納
）
。

　

た
だ
し
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
、
猶
予
さ
れ
て

い
た
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
加
わ
り
ま
す
。

　

「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請
は
○

学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
在
学
証
明
書
、
学
生
証
）
○
22
年
中

の
所
得
証
明
（
23
年
1
月
1
日
現
在
東

川
町
在
住
の
場
合
不
要
）
○
年
金
手
帳
、

印
鑑
―
が
必
要
で
す
。

　

旭
川
年
金
事
務
所
は
☎
（
代
）
27
―

１
６
１
１

 

産
業
振
興
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
農
林
振
興
室
☎

（
内
線
１
３
１
）

「
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
い
交

付
金
制
度
」の
申
請
受
け
付
け

　

農
林
水
産
省
は
23
年
度
か
ら
「
農
業

者
に
対
す
る
直
接
支
援
制
度
」
を
創
設

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

学
生
の
た
め
経
済
的
に
十
分
な
余
裕

が
な
い
場
合
、
万
一
の
病
気
、
障
害
に

な
っ
た
場
合
に
国
民
年
金
の
補
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
を
活
用
し
て
保
険
料

の
支
払
い
猶
予
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
う
ち
学
生
は
申
請
に
よ
っ
て

在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
不
慮
の
事
故

等
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た
は
障
害
（
障
害

等
級
１
級
ま
た
は
２
級
）
の
場
合
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
に

在
学
し
て
い
て
学
生
納
付
特
例
期
間
中

で
あ
っ
て
も
「
障
害
基
礎
年
金
」
「
遺

族
基
礎
年
金
」
の
給
付
対
象
に
な
り
ま

す
（
保
険
料
未
納
の
場
合
は
給
付
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）
。

　

納
付
特
例
の
対
象
期
間
中
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
「
受
給
資
格
期
間
」
（
基

礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
加
入
期
間
＝

３
０
０
月
（
25
年
間
）
以
上
）
と
し
て

算
定
さ
れ
ま
す
。

都市建設課工事・委託の入札結果 工事及び委託の入札結果をお知らせします。

入札日 設　備　名　等 請け負い業者
請け負い価格
（税込み、円）

東川中学校大規模改修工事 新谷・松井組特定建設工事企業体 181,125,000 指名競争入札

5月 2日
第三地区地域センター外構工事 ㈱藤田組 77,280,000 〃

第三地区地域センター外構工事その２（付帯施設） ㈱小岩組 9,817,500 〃

林業体験施設作業道実施設計委託業務 ㈱フジ土木設計 2,856,000 〃

旭岳温泉ピュアセンター監視制御装置改築実施設計委託業務 ㈱日水コン北海道支所 2,604,000 〃

契約方法等

し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
な
ど
か
ら

有
機
農
業
、
化
学
肥
料
・
農
薬
を
５
割

以
上
低
減
す
る
農
業
の
取
り
組
み
に
対

し
て
農
家
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。
事

業
の
対
象
者
、
該
当
要
件
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

対
象　

①
持
続
的
農
業
法
第
４
条
第
１

　

項
の
認
定
（
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
）

　

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
有
機
農
業
に

　

取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者
な
ど
に
は
、

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
に
関
す
る
特

　

例
措
置
あ
り
②
農
業
環
境
規
範
に
基

　

づ
く
点
検
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
点

　

検
シ
ー
ト
の
提
出
が
必
要
）
。

取
り
組
み　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に

効
果
の
高
い
も
の
。
化
学
肥
料
及
び

化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
地
域
の
慣

行
か
ら
５
割
以
上
低
減
す
る
活
動
と

次
の
①
〜
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
取

り
組
み
と
の
組
み
合
わ
せ
、
ま
た
は

⑤
の
取
り
組
み
。
導
入
指
針
に
定
め

ら
れ
た
土
づ
く
り
技
術
、
化
学
肥
料

低
減
技
術
、
化
学
合
成
農
薬
低
減
技

術
の
す
べ
て
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業

生
産
方
式
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
。

　

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
＝
主
作
物
の

栽
培
期
間
の
前
後
の
い
ず
れ
か
に
緑

肥
等
を
作
付
け
②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

＝
主
作
物
の
畝
間
に
麦
類
や
牧
草
等

を
作
付
け
③
草
生
栽
培
＝
園
地
に
麦

類
や
牧
草
等
を
作
付
け
④
冬
期
湛
水

（
た
ん
す
い
）
管
理
＝
冬
期
間
の
水

田
に
水
を
張
る
⑤
有
機
農
業
＝
化
学

　

肥
料
、
農
薬
を
使
用
し
な
い
。

支
援
単
価　

取
り
組
み
面
積
に
応
じ
て

　

国
４
千
円
（
10
㌃
当
た
り
）
、
地
方

　

（
道
、
町
）
同
（
同
）
の
合
計
８
千

　

円
（
同
）
の
交
付
単
価
を
予
定
。

申
請
時
期　

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

　

年
度
の
６
月
30
日
ま
で
。
交
付
申
請

　

書
と
実
施
計
画
を
町
に
提
出
。
要
件

　

等
の
確
認
の
た
め
６
月
10
日
（
金
）

　

ま
で
に
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
（
内
線
２
６
１
、
２
６
２
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
狂
犬

病
予
防
法
で
生
涯
に
一
度
の
登
録
、
年

に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
の
新
規
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
動
物
病
院
等
で
予

防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
狂
犬
病
予

防
注
射
済
み
票
（
手
数
料
５
５
０
円
）

を
交
付
し
ま
す
。

　

犬
の
所
有
者
の
変
更
、
死
亡
し
た
場

合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
役
場
地
域

活
性
課
地
域
づ
く
り
推
進
室
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
横

料
金　

新
規
登
録
料
３
千
円
、
狂
犬
病

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

www.nta.go.jp

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎

（
内
線
２
２
５
）

環
境
影
響
評
価
準
備
書
、道
路
の
都

市
計
画
決
定
案
の
縦
覧

　

北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

く
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
、

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
書
面

で
７
月
26
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見

は
、
北
海
道
が
意
見
に
対
す
る
見
解
書

を
作
成
し
、
後
日
告
示
、
縦
覧
さ
れ
ま

す
。

　

都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
書
面
で
６
月

24
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

６
月
14
日
（
火
）
住
民
説
明
会
を
開

 
税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
☎

（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
所
得
税

を
軽
減
、免
除

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
は
、

平
成
22
年
分
の
国
税
の
所
得
税
軽
減
・

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

近
く
の
税
務
署
で
確
定
申
告
を
行
う
と

所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

地
方
税
は
、
道
税
（
自
動
車
取
得
税
、

自
動
車
税
、
不
動
産
取
得
税
）
、
町
税

（
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
）
と
も
に
軽
減
特
例
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
東

税
務
署
☎
（
代
）
23
―
６
２
９
１
、
道

税
は
上
川
総
合
振
興
局
納
税
相
談
☎
46

―
５
１
０
０
、
町
税
は
役
場
税
務
収
納

室
へ

 

議
会
事
務
局
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
３
１
１
）

町
議
会
第
2
回
定
例
会
を
開
き
ま
す

　

23
年
第
2
回
定
例
会
は
、
６
月
22
日

（
水
）
、
23
日
（
木
）
の
2
日
間
の
日

程
で
開
会
予
定
で
す
。

　

議
案
は
、
本
年
度
の
行
政
執
行
方
針
、

教
育
執
行
方
針
の
ほ
か
、
一
般
質
問
、

条
例
、
政
策
関
連
補
正
予
算
案
の
審
議

で
す
。
今
回
は
、
町
長
、
町
議
会
議
員

の
改
選
後
初
の
定
例
会
で
す
。
皆
さ
ま

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
。

催
し
ま
す
。

事
業
の
名
称　

旭
川
圏
都
市
計
画
道
路

　

３
・
３
・
６
２
東
旭
川
東
神
楽
通

種
類
・
規
模　

道
路
の
拡
幅
及
び
新
設
、

　

４
車
線
、
延
長
約
10
㌔
㍍

縦
覧
期
間　

▼
準
備
書　

６
月
10
日

（
金
）
〜
７
月
11
日
（
月
）
（
土
・
日

・
祝
日
除
く
）
▼
都
市
計
画
案　

６
月

10
日
（
金
）
〜
同
月
24
日
（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

役
場
企
画
総
務
課
、
上
川

総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課

（
旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目
）

住
民
説
明
会　

６
月
14
日
（
火
）
午

後　

７
時
、
役
場
大
会
議
室
（
３
階
）

意
見
提
出
先　

北
海
道
建
設
部
ま
ち
づ

　

く
り
局
都
市
計
画
課
（
準
備
書
、
都

　

市
計
画
案
と
も
）
〒
０
６
０
―
８
５

　

８
８
、
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６

　

丁
目
）
、
役
場
企
画
総
務
課

問
い
合
わ
せ　

北
海
道
環
境
生
活
部
環

　

境
局
環
境
推
進
課
☎
０
１
１
―
２
０

　

４
―
５
１
９
０

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
２
階
の
施
設
名

は「
ふ
る
さ
と
交
流
セン
タ
ー
」に

　

内
部
改
築
整
備
し
て
い
た
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
２
階
の
広
域
観
光
支
援
施
設

（
仮
）
の
名
前
が
「
ふ
る
さ
と
交
流
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
ほ
っ
と
は
あ
と
）
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

広
域
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
時

の
活
動
拠
点
、
町
民
活
動
の
促
進
を
図

る
た
め
の
施
設
と
し
て
内
部
改
修
を
進

め
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
本
格

的
な
利
用
開
始
は
、
７
月
ご
ろ
か
ら
の

予
定
で
す
。

6月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,867人
3,756人
4,111人
3,327戸

3人
6人

137人
68人

　
66人）
38人）
28人）
57戸）

人口・世帯数　4月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

東川町地域農業再生協議会設立総会
（後４時、農協ホール）
後２時、山の祭り、SEA TO SUMMIT
（旭岳温泉青少年野営場ほか、19日まで）
大雪地区広域連合第2回定例会（議場）
町議会第2回定例会（前9時半、議場、23
日まで）
東川消防団訓練大会（後１時、東川小学
校グラウンド）

14日㈫

18日㈯

20日㈪
22日㈬

26日㈰

人のうごき　4月16日～5月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
2東区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
小助川　泰介　　澤田　夢子

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　

78歳
81歳
82歳
76歳

　
歳

　
行政区
26区
29区
17区西町
東倉沼

届出人
坂口　久子
小池　滝子
佐々木　勝彦
星　るり子

おくやみ
亡き人
坂口　　男
小池　敏光
佐々木　和子
星　髙茂

　
父

延友

吹蕗

　
母

美香

政美

　
行政区

17区西町
西町2丁目

お 誕 生
生まれた子

井澤　菜莉

秋山　珠桜

　いざわ　　な　り

あきやま　　み　お
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会 場 旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバス送迎）

保健福祉センター
（実施するのは旭川厚生病院）

そ の 他
○特定健診の受診は、当日特定健診受診券、健康保険証、健診料金が必要
○がん検診を受診する農協正組合員（本人と家族）、准組合員（本人のみ）
　は、自己負担額に対して農協が後日助成（申し込み時に申し出）

お申し込み ５月号広報と一緒に配布のチラシに添付した申し込み用紙、または電話
保健福祉課保健指導室☎82-2111（内線505、506、507、508）

対 象 者

〈特定健診〉
特定健診受診券をお持ちの
①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者 
②40歳から74歳までの町民で①以外の医療保険の被扶養者
（厚生病院、がん検診センターの健診を受けるか、事業主などに問い合わせ）
〈がん検診〉
30歳以上の町民（24年3月31日現在の年齢）
※子宮頚（けい）がん検診は20歳以上の女性の町民

検 査 項 目
料 金 ５月号広報配布時の『平成23年度健診のご案内保存版』を参照

日 時 6月24日(金)、27日(月)、28日(火)
7：00～9：00（30分ごとに受け付け）

6月16日（木）、7月8日（金）
７：50集合

締 め 切 り ６月10日（金） 希望日の２週間前

旭川厚生病院・旭川がん検診センターの特定健診、がん検診お知らせ
保健福祉課　本年度前期の集団健診の日程をお知らせします。締め切り間近です。

健康管理のため積極的に活用しましょう。

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82

―
5
1
0
0

親
子
ク
ッ
キン
グ

　

親
子
で
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
う
料
理

を
作
り
ま
す
。

日
時　

６
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

（
託
児
あ
り
）

募
集　

10
組
程
度
（
要
予
約
）

締
め
切
り　

６
月
６
日

内
容　

野
菜
を
使
う
料
理

対
象　

子
育
て
中
の
親
子

講
師　

保
健
指
導
室
栄
養
士
、
中
村
弘

　

美
さ
ん

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

　

ル
、
筆
記
用
具

　
　よち

よ
ち
教
室

　

親
子
で
楽
し
く
遊
ん
で
お
友
だ
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
零
歳
児
対
象
で
す

が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
ど
う
ぞ
。

対
象　

零
歳
児
の
乳
児
と
お
母
さ
ん

日
時　

６
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

 

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

小
麦
粉
粘
土
、
ス
ト
レ
ッ
チ

　

い
。

②
キ
ツ
ネ
が
近
寄
ら
な
い
よ
う
生
ご
み

　

等
は
適
正
に
管
理
す
る
。

③
飼
い
犬
が
野
ネ
ズ
ミ
や
キ
ツ
ネ
の
排

　

せ
つ
物
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
放
し
飼

　

い
に
し
な
い
。

④
山
菜
や
野
山
の
果
実
は
十
分
に
加
熱
、

　

ま
た
は
よ
く
洗
っ
て
食
べ
る
。

⑤
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
洗
い
す
る
。

⑥
沢
水
は
生
の
ま
ま
飲
ま
な
い
。

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
、
運
動
不
足
で
生
活

習
慣
病
が
増
え
て
い
ま
す
。
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
」
た
め
食
事
の
大

切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料

で
調
理
実
習
を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、

味
付
け
な
ど
食
生
活
の
見
直
し
と
健
康

を
考
え
ま
し
よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食

生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

日
時　

６
月
21
日
（
火
曜
日
）
午
前
10

　

時
〜
午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方

内
容　

「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
・
パ
ー
ト

２
」
＝
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食

（
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾

費
用　

１
０
０
円
（
食
材
料
費
の
一
部
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
指

　

導
室
栄
養
士

講
師　

佐
藤
亜
紀
子
さ
ん  

親
子
バ
ス
遠
足

　

お
弁
当
と
お
や
つ
を
持
っ
て
出
か
け

ま
し
ょ
う
。
目
的
地
は
「
け
ん
ぶ
ち
絵

本
の
館
」
。
大
型
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。  

日
時　

６
月
24
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
午
後
１
時
半

場
所　

け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
館     

募
集　

20
組
程
度
（
要
予
約
、
先
着
順
）

対
象　

家
庭
の
親
子

持
ち
物　

着
替
え
、
帽
子
、
お
弁
当
、

　

敷
物
、
飲
み
物

 

大
雪
消
防
組
合
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
消
防
署
☎
83

―
０
１
１
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義
務
化
ス
タ

ー
ト

　

６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
消
防
法
で
義
務
化
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は

必
ず
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

貸
し
出
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
の
た
め
の
町
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
東
消
防
署
で
は
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
無
償
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
町
主
催
行
事
、
町
内
会
、
行

政
区
、
地
区
公
民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
公
益
的
団
体
で
、
公
用
、
公
共
用
、

公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

被
害
者
救
済
に
役
立
て
て
―
町
内
の

小
、中
学
校
が
義
援
金

　

「
震
災
、
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
人

た
ち
の
た
め
に
」
と
町
内
の
小
、
中
学

校
４
校
の
児
童
、
生
徒
、
保
護
者
が
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
た
め
の
義
援

金
を
集
め
、
日
本
赤
十
字
社
東
川
町
分

区
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。

お
志
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
校
の
義
援
金
額
は
次
の
通
り
（
５
月

23
日
現
在
）
。

　

●
東
川
小
学
校
４
万
２
千
３
９
１
円

●
東
川
第
一
小
学
校
１
万
５
千
２
８
１

円
●
東
川
第
二
小
学
校
４
万
８
千
６
３

３
円
●
東
川
第
三
小
学
校
７
万
１
５
４

６
円
●
東
川
中
学
校
８
万
４
千
５
５
３

円秋
葉
さ
ん
が「
古
希
記
念
に
」と
寄
付

　

４
月
27
日
、
29
区
の
秋
葉
功
さ
ん

街
地
以
外
の
町
道
な
ど
に
、
1
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
20
個
程
度
を
散
布

し
ま
す
。

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
キ
タ
キ
ツ
ネ
や

野
ネ
ズ
ミ
の
体
内
で
生
活
す
る
寄
生
虫

「
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対
策
事
業
」が
始
ま

り
ま
し
た

　

安
心
安
全
な
生
活
を
守
り
農
産
物
生

産
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
対
策
事
業
（
野
生
生
物
と
の

共
生
環
境
整
備
）
と
し
て
町
内
に
虫
下

し
薬
入
り
の
え
さ
散
布
を
行
い
ま
す
。

　

近
年
、
寄
生
し
た
キ
ツ
ネ
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
キ
ツ
ネ
を
媒
介
と
し
た
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
予
防
対
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

人
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
虫
下

し
薬
を
魚
粉
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
の

時
に
使
用
す
る
油
と
一
緒
に
混
ぜ
合
わ

せ
ま
し
た
。
1
個
約
15
㌘
で
、
カ
レ
ー

の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
固
形
ル
ー
状
の
色
、

形
を
し
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
や
人
が
口

に
入
れ
て
も
害
が
な
い
も
の
で
す
＝
写

真
＝
。

　

「
５
月
」
「
７
月
」
「
９
月
」
「
11

月
」
「
来
年
３
月
」
の
奇
数
月
に
、
市

　

予
防
注
射
３
千
40
円

募
集
！ 
町
民
体
育
祭
参
加
チ
ー
ム

　

第
33
回
町
民
体
育
祭
の
参
加
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。
初
夏
に
誘
わ
れ
て
健

康
づ
く
り
、
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

７
月
３
日
（
日
）
午
前
８
時 

　

半
選
手
集
合
、
同
９
時
開
会
式

場
所　

町
民
運
動
公
園
（
北
町
１
丁
目
）

資
格　

町
民
の
方
、
町
内
の
事
業
所
・

　

各
種
学
校
な
ど
に
お
勤
め
・
在
校
生

　

の
方

締
め
切
り　

６
月
17
日
（
金
）

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
は
社
会
福
祉
室
（
内
線
５
０

２
〜
５
０
４
）
、
健
康
と
食
は
保
健
指

導
室
（
内
線
５
０
５
〜
５
０
７
）
、
高

齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
０
８
）

本
年
度
上
半
期
の「
子
ど
も
手
当
」支

給
は
昨
年
ど
お
り

　

「
子
ど
も
手
当
」
は
、
４
〜
９
月
ま

で
６
カ
月
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
額
の
月

額
１
万
３
千
円
を
引
き
続
き
支
給
し
ま

す
。
６
月
の
「
現
況
届
」
提
出
は
不
要

で
す
が
、
10
月
に
届
け
出
、
申
請
な
ど

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
２
〜
５
月
分
の
手
当
は
、
６
月

１
日
（
水
）
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み

し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
６

〜
９
月
分
の
手
当
は
10
月
３
日
（
月
）

に
支
給
予
定
で
す
。

で
す
。
ま
れ
に
人
に
寄
生
す
る
こ
と
が

あ
り
、
肝
臓
に
害
を
及
ぼ
す
な
ど
重
病

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
、
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
、
各
小

学
校
の
「
き
つ
ね
さ
ん
教
室
」
開
催
、

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
健
診
な
ど
も
実
施
し

ま
す
。

　

感
染
予
防
と
し
て
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
キ
ツ
ネ
に
え
さ
を
与
え
た
り
触
ら
な

（
70
）
が
役
場
に
多
額
の
現
金
を
寄
付

し
ま
し
た
。
２
年
前
に
引
き
続
い
て
３

回
目
で
す
。

　

長
年
水
田
中
心
の
農
業
を
営
ん
で
き

ま
し
た
。
所
有
し
て
い
た
機
械
と
も
ど

も
耕
作
地
の
大
半
を
次
の
経
営
者
に
引

き
継
ぎ
、
「
古
希
記
念
に
」
と
今
回
の

寄
付
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
昭
和
36
年
か
ら
基
盤
整
備
を
始
め
、

38
年
に
は
水
田
耕
作
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー

を
勉
強
す
る
た
め
に
釧
路
に
行
っ
た
最

初
の
３
人
だ
っ
た
。
次
の
年
に
は
町
内

で
初
め
て
当
時
１
０
０
万
円
の
外
国
製

の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
借
金
を
し
て
導
入
し

た
こ
と
が
懐
か
し
い
」
と
思
い
出
を
話

し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
現
金
は
ふ
る
さ
と
株
主

制
度
に
充
当
し
、
小
学
校
建
設
等
資
金

と
し
て
役
立
て
ま
す
。

デ
ジ
サ
ポ
地
デ
ジ
相
談

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ

ー
（
デ
ジ
サ
ポ
道
北
）
は
、
テ
レ
ビ
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
し
て
ご
要
望

に
応
じ
て
ご
自
宅
に
お
う
か
が
い
す
る

無
料
地
デ
ジ
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
放
送
は
、
現
在
放
送
中
の
ア

ナ
ロ
グ
放
送
が
７
月
24
日
で
終
了
し
、

す
べ
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し

ま
す
。

日
時　

６
月
15
日
〜
８
月
15
日
ま
で
の

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

東川第三小学校は岡村あかりさんが
役場に持参しました（5月23日）
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各種大会成績
【バレーボール】
◆第１回全国ママさん冬季大会北海道予選旭
川予選会（5月1日・旭川市忠和公園体育館）
▼Ｂブロック決勝
コスモス ２―０ ひがしかわ
◆バレー祭中学校バレーボール大会（4月23、
24日・旭川市立旭川中学校ほか）
▼女子決勝トーナメント
東川　２－０　永山南

【剣道】
◆第30回旭川地区少年剣道大会（5月5日・
当麻町スポーツセンター）
〔団体戦〕
▼小学生高学年の部　準優勝東川錬成会（浦

崎優海音、林弘汰、照井杜稀矛、今野嘉晴）
▼中学生の部　③東川剣龍会（中内直人、照
井瑚佑覇、小林みのり、岡﨑照大、渡辺翔太）
◆第4回清柳林少年剣道大会（5月1日・音更
町総合体育館）
〔団体戦〕
▼中学女子の部　③（照井瑚佑覇＝東川剣龍
会、小林みのり＝東中3）
◆第4回札幌小・中学生剣道錬成大会（4月
17日・札幌真駒内セキスイハイムアリーナ）
〔団体戦〕
▼中学女子の部　③（小林みのり＝東中3、照
井瑚佑覇＝東川剣龍会）

【サッカー】
◆第35回全日本少年大会北海道予選道北
ブロック大会旭川地区予選（5月14、15日・旭
川市近文小グラウンドほか）
▼Ａブロック3位決定戦　　東川

【軟式野球】
◆ファイターズジュニア王座決定戦旭川地区
予選大会（5月14、15日・旭川市旭西橋グラ
ウンドほか）
▼準々決勝
永山西Ａ 11―0 東川大雪
◆旭川軟式野球連盟少年部春季南支部大

会（5月1、3、4日・旭川ドリームスタジアム）
▼決勝
三小 5―2 東川大雪

【ミニバスケットボール】
◆第9回旭川地区春季リーグ（4月29、30日、
5月1日・旭川市近文小体育館ほか）
▼予選リーグ女子Ｇブロック　③東川

【柔道】
◆第115回西部北海道柔道大会（5月15日・
留萌市勤労者体育館）
▼小学校3年生以下の部　③東川町柔道スポ
ーツ少年団（須藤花恋、金子亜龍、神尾カム
ナ、須藤花凛）

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○6月2日㈭まで
　・四季の彩り展
　・第15回フォーラム東川塾写真展
○6月4日㈯～6月23日㈭
　・加藤征治写真展「未知なる序章」
　・第13回写団ひかりクラブ写真展
○6月25日㈯～7月6日㈬
　・東京写真月間2011北海道展
　・椎名誠展（未定）
6月3日㈮、同24日㈮は作品入れ替えのため休館

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者募集

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（22年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地の表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

期　間

戸　数

申し込みに
必要なもの

6月1日（水）～同月10日（金）
場　所 定住促進課住まい室

3戸

●公営住宅

・3LDK（76.4㎡）
・1戸（2階中央）
・24,100円～
　54,200円

・平成3年
・セラミックブロック造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台
・ペット不可

北団地A2 北町3丁目10番①

入
居
資
格

１．同居または同居しようとする親族がいる方（婚約中も含む）
①北団地Ａ２は原則４人以上
②公園団地Ａ１は原則２人以上の世帯
※②公園団地Ａ１は、次のいずれかの要件に該当する場合、単身入居が可能。
・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方
・身体障がい等級１～４級までの方
・精神障がい等級１～３級までの方、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方
・被生活保護者、ＤＶ被害者、ハンセン病療養者など
※身体・精神上著しい障がいがあるため、居宅での生活が困難な場合を除く。
２．税金等の滞納が無い方
３．世帯の収入金額が月額15万8千円以下
※次のいずれかの要件に該当する場合、基準額を21万4千円まで引き上げ。
・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれも同日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合
・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
・身体障がい等級１～４級までの方がいる場合
・精神障がい等級１・２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
・ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

・3DK（50.0㎡）
・1戸（中央）
・8,400円～
　14,000円

・昭和50年
・木造平屋建て
・物置なし、駐車場なし
・ペット不可

公園団地A1 東町2丁目15番②

入居者が設置するもの
浴槽、給湯ボイラー、井戸ポンプ、灯油タンク
※浴槽、灯油タンクは前入居者が使用していた
ものを使用することができます。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●特定公共賃貸住宅（単身者）

・1LDK（39.0㎡)
・1戸（1階端）
・31,600円～
　41,700円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台
・ペット不可

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額3,295円）が必要アヴニールⅡ 西町1丁目9番①

入
居
資
格

１．同居親族がない単身の方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

定住促進課

そ の 他

選 考 方 法

入 居 期 限

敷 金

連 帯 保 証 人

お問い合わせ

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第
６号に該当する場合は入居できません

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定

６月末（期限までの入居が要件）

家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）

定住促進課住まい室☎８２-２１１１（内線117）

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
16
日
か
ら
５
月
13
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

26
区　
　
　
　
　

坂
口　

久
子
様

29
区　
　
　
　
　

小
池　

滝
子
様

上
岐
登
牛
区　
　

長
尾　
　

功
様

32
区　
　
　
　
　

阿
部　

信
夫
様

東
倉
沼
区　
　
　

星　

る
り
子
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４

時
ま
で
社
協
相
談
室
で
開
い
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
16
日　

奥
山　

富
雄

持
ち
物　

飲
み
物
、
お
弁
当
、
軍
手
、

　

動
き
や
す
い
格
好

「
四
季
の
彩
り
」展
で
日
本
写
真
家
連

盟・竹
田
会
長
ら
来
町

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中
の
日
本

写
真
家
連
盟
展
「
四
季
の
彩
り
」
展

（
６
月
２
日
ま
で
）
に
合
わ
せ
て
、
５

月
19
日
、
同
連
盟
（
本
部
東
京
）
の
竹

田
正
明
会
長
、
安
井
博
道
常
任
理
事
の

２
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
年
1
回
恒
例
展
と
な

っ
た
同
連
盟
の
国
内
３
カ
所
の
会
員
展

と
し
て
展
示
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
会
場
で
は
、
大
型
の
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
撮
影
し
た
会
員

作
品
１
９
３
点
、
プ
ロ
写
真
家
で
日
本

写
真
家
協
会
副
会
長
の
竹
内
敏
信
氏
、

日
本
山
岳
写
真
協
会
名
誉
会
長
の
川
口

邦
雄
氏
、
日
本
写
真
家
協
会
員
の
清
水

重
蔵
氏
、
日
本
写
真
作
家
協
会
員
の
斎

藤
友
覧
氏
の
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず

つ
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

同
連
盟
は
来
年
の
創
立
25
周
年
を
記

念
し
て
、
発
足
以
来
初
の
「
四
季
の
彩

り
」
第
１
回
公
募
展
の
作
品
募
集
を
今

年
８
月
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
入

賞
、
入
選
作
品
の
う
ち
、
審
査
員
特
別

賞
の
受
賞
者
（
４
点
）
に
は
、
前
記
４

氏
の
作
品
を
副
賞
と
し
て
贈
呈
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信

　

者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
30
―
０
１
０
１

「
東
川
も
り
し
り
隊
」「
ひ
が
し
か
わ
森

づ
く
り
フォ
ー
ラ
ム
」の
ご
案
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す

　

「
東
川
も
り
し
り
隊
」
の
第
２
回
活

動
〜
林
内
観
察
と
野
草
の
住
み
か
づ
く

り
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

午
前
中
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
内
の

散
策
路
の
植
物
を
観
察
し
、
開
花
状
況

を
確
認
し
ま
す
。
午
後
は
子
供
の
遊
び

場
や
野
草
生
息
地
の
笹
刈
り
を
し
ま
す
。

　

「
ひ
が
し
か
わ
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
、
森
の
活
動
を
体
験
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

「
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
森
と
親

し
む
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ね
お
す

・
大
雪
自
然
学
校
☎
82
―
６
５
０
０

▼
「
東
川
も
り
し
り
隊
」

日
時　

６
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
半

　

〜
午
後
２
時
半

場
所　

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
（
物
産
セ

　

ン
タ
ー
集
合
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
お
弁
当
、
タ
オ
ル
、

　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
帽
子

▼「
ひ
が
し
か
わ
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

日
時　

６
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
半

　

〜
午
後
２
時

場
所　

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
（
物
産
セ

　

ン
タ
ー
集
合
）

参
加
費　

無
料
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家
庭
で
の
子
供
の
虫
歯
の
予

防
は
、
①
仕
上
げ
磨
き
②
フ
ッ

素
の
使
用
③
砂
糖
の
摂
取
制
限
。

こ
の
三
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

行
さ
れ
て
初
め
て
実
現
で
き
る

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仕
上
げ
磨
き
を
毎
晩
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
時

に
フ
ッ
素
が
配
合
さ
れ
た
歯
磨

き
粉
を
少
量
使
用
す
る
こ
と
で

①
と
②
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
歯
が
生

え
て
き
た
ら
仕
上
げ
磨
き
を
し

ま
し
ょ
う
。
仕
上
げ
磨
き
を
嫌

が
っ
て
泣
き
叫
ん
だ
り
、
暴
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
心

配
す
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
普
通
だ
と
割
り
切

っ
て
磨
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

（
く
ま
組
の
わ
が
娘
は
３
歳
ま

で
大
泣
き
で
毎
晩
が
修
羅
場
で

し
た
）
。

　

特
に
難
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
や

知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
年

齢
に
応
じ
て
歯
ブ
ラ
シ
を
選
択

し
、
で
き
れ
ば
明
る
い
場
所
で
、

入
念
に
歯
の
表
面
を
ゴ
シ
ゴ
シ

と
磨
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
歯
肉
な
ど
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歯
肉
が
痛
く
て
仕
上
げ
磨
き
を

嫌
が
っ
て
い
る
子

供
も
い
る
よ
う

で
す
。

　

最
近
で

は
家
庭

で
で
き

る
フ
ッ

素
の
種
類

も
豊
富
に

な
り
ま
し
た
。

歯
磨
き
粉
（
ペ
ー

ス
ト
）
タ
イ
プ
、
ジ
ェ
ル
タ
イ

プ
、
泡
（
フ
ォ
ー
ム
）
タ
イ
プ
、

ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
、
う
が
い
薬

タ
イ
プ
、
と
選
ぶ
の
が
大
変
な

ほ
ど
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ

い
ろ
な
味
が
あ
り
、
甘
く
て
お

い
し
い
も
の
が
子
供
に
は
人
気

で
す
。
人
口
甘
味
料
と
し
て
キ

シ
リ
ト
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る

の
で
安
心
で
す
。

　

ど
の
タ
イ
プ
の
フ
ッ
素
を
選

択
し
て
も
予
防
効
果
は
あ
り
ま

す
が
、
継
続
使
用
が
容
易
な
ペ

ー
ス
ト
タ
イ
プ
か
、
ジ
ェ
ル
タ

イ
プ
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
だ
う
が

い
で
き
な

い
子
供
で

も
、
ジ

ェ
ル
タ

イ
プ
を

極
々
少
量

使
用
す
る

と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

①
と
②
を
我
慢
強
く
続
け
る

と
、
フ
ッ
素
の
効
果
で
歯
が
強

く
な
り
、
多
少
仕
上
げ
を
さ
ぼ

っ
て
も
虫
歯
に
な
り
難
く
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
保
護
者
の

方
が
楽
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
で
も
嫌
な
あ
の
歯
科
治
療

を
、
子
供
が
受
け
な
く
て
も
済

む
と
い
う
大
き
な
幸
せ
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

最
後
に
③
の
砂
糖
の
摂
取
制

限
で
す
が
、
お
菓
子
を
食
べ
る

こ
と
は
子
供
に
と
っ
て
一
番
の

楽
し
み
で
す
。
自
分
の
幼
少
時

代
や
、
わ
が
娘
の
こ
と
を
棚
に

上
げ
て
え
ら
そ
う
な
こ
と
は
言

え
ま
せ
ん
の
で
、
①
と
②
を
頑

張
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
③
に
は

あ
ま
り
触
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
（
①
と
②
だ
け

で
娘
に
は
虫
歯
が
あ
り
ま
せ

ん
）
。
歯
科
医
師
と
し
て
は
失

格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
好

き
な
お
菓
子
を
食
べ
る
楽
し
み

を
子
供
か
ら
奪
い
た
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

健
康
な
子
供
の
歯
の
た
め
に

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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20
25
30
35
40
40
45
50
55
60

女性用

大腸がん（男女共通）
対象年齢は乳がん検診と同じ

平成 ２年４月２日～同 ３年４月１日生まれ
昭和60年４月２日～〃61年４月１日　〃
  〃  55年４月２日～〃56年４月１日　〃
  〃  50年４月２日～〃51年４月１日　〃
  〃  45年４月２日～〃46年４月１日　〃
  〃  45年４月２日～〃46年４月１日　〃
  〃  40年４月２日～〃41年４月１日　〃
  〃  35年４月２日～〃36年４月１日　〃
  〃  30年４月２日～〃31年４月１日　〃
  〃  25年４月２日～〃26年４月１日　〃

対象 年齢 対象生年月日
無料がん検診の対象項目

子
宮
頸（
け
い
）が
ん

乳
が
ん

保健だより
for Healthy Life

「
特
定
健
診
」生
か
し
て
こ
わ
〜
い
生
活

習
慣
病
に
さ
よ
な
ら

　

私
た
ち
の
体
は
、
実
は
体
の
中
の
重
要

な
役
割
を
果
た
す
脳
、
心
臓
、
大
き
な
血

管
な
ど
を
傷
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
要

因
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
「
自

覚
症
状
が
な
い
＝
健
康
」
と
考
え
る
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。
見
た
目
に
わ
か
ら

な
い
血
液
の
デ
ー
タ
を
よ
く
知
っ
て
、
日

ご
ろ
か
ら
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
簡
単
に

で
き
る
の
が
「
特
定
健
診
」
で
す
。
身
体

計
測
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

心
電
図
検
査
、
診
察
の
簡
単
な
健
康
診
断

で
す
。

　

特
定
健
診
は
、
国
民
健
康
保
険
（
以
下

国
保
）
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
受
診
で
き

ま
す
。
受
診
し
た
方
を
対
象
に
、
保
健
指

導
室
の
保
健
師
が
血
液
デ
ー
タ
な
ど
を
参

考
に
、
皆
さ
ま
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
に
無

料
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

特
に
メ
タ
ボ
対
策
な
ど
、
怖
い
生
活
習

慣
病
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
詳
し
く
お
話

し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
分
の
体
に
異
変
を

感
じ
て
か
ら
で
は
対
策
が
遅
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
覚
症
状
が
出
る
前
に
自
分
の
体

の
状
態
を
知
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
受
診
率
は
昨

年
度
概
算
で
34
・
９
％
で
し
た
。
年
々
少

し
ず
つ
受
診
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
町
立

診
療
所
で
は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
町

立
診
療
所
で
の
受
診
は
、
受
診
券
の
期
限

が
近
く
な
る
と
非
常
に
混
み
合
い
ま
す
。

今
の
う
ち
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
受
診
可
能
な
医
療
機
関
と
し

て
旭
川
市
内
の
病
院
・
医
院
の
数
も
増
え

ま
し
た
。

〝
節
目
年
齢
〞
に
は
が
ん
検
診

　

が
ん
は
国
民
の
死

亡
原
因
第
１
位
で
す
。

依
然
と
し
て
恐
ろ
し

い
病
気
の
ひ
と
つ
で

す
が
、
今
や
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
治

る
病
気
に
な
り
ま
し

た
。
が
ん
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
度
〝
節
目
年

齢
〞
の
す
べ
て
の
町

民
の
方
を
対
象
に
、

３
つ
の
が
ん
検
診
を

無
料
で
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
の
方
に
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り

し
ま
す
。
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
指
導
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
つ
の
が
ん
検
診
の
中
に
新
た
に
加
わ

っ
た
の
が
大
腸
が
ん
検
診
で
す
。
食
生
活

の
欧
米
化
に
伴
い
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
便
を
２
日
分
採
っ
て
い
た
だ
く

だ
け
の
簡
単
な
検
診
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ご
自
分
の
大
腸
を
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　

「
特
定
健
診
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
４
年
目
。
「
特
定
健
診
受
診
券
」
で
受
診
す
る
形
式
は
も
う
慣
れ
ま
し
た

か
？　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
は
、
大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
特
定
健
診
受
診
券
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
年
度
の
受
診
券
は
「
緑
色
」
で
す
。
受
診
は
お
早
め
に
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
健
康
管
理
が
簡
単
に
で
き
ま
す

「
特
定
健
診
」「
が
ん
検
診
」で
元
気
な
毎
日

健
康
管
理
が
簡
単
に
で
き
ま
す

「
特
定
健
診
」「
が
ん
検
診
」で
元
気
な
毎
日
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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申し込み制

申し込み制

予約制

予約制
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か
わ
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□
発
行
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町
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場
　□
編
集
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性
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域
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く
り
推
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室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.692 June 2011

6月 June

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎82－2111

【6月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
 3日㈮テーマ「3、4歳児絵の具」…………10:00～11:30
10日㈮テーマ「キトウシ森林公園であそぼう」…10:00～11:30

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
1、6、7、8、13、14、15、20、21、22、27、28、29日
★21日㈫＝13:00～15:00（0～1歳）
※会場は幼児センターです！

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

共生サロンは一般開放しています。
（月～土曜日9:00～17:00）
団体、個人の貸し館も承ります。

※会場は保健福祉センター（送迎検診以外）です！

【7月分】

8日㈬

16日㈭
17日㈮
21日㈫
24日㈮

30日㈭

8日㈮

15日㈮
20日㈬
25日㈪

もぐもぐ教室　　　　　　　　　　
乳幼児健診　　　　　　　　　　　

（通知者以外は14:30～）
旭川がん検診センター送迎検診
子育て相談
栄養教室　　　　　
、27日㈪、28日㈫
厚生病院がん検診・特定健診
3歳児健診

13:00～14:00
13:30～

10:00～13:00
  

12:30～

10日㈮

18日㈯
24日㈮

26日㈰

27日㈪
28日㈫

健康体操（荒川由佳理さん）
申し込み制
映画上映会ココシネマ（無料）　
健康体操（荒川由佳理さん）
申し込み制
こいもくらぶ（いも畑の草とり）
申し込み制
リコーダーアンサンブルイコロ演奏会
ここりん研修会（大友愛美）
申し込み制

10:00～11:00
　 
10:00～11:30
10:00～11:00

10:00～11:30
　 
12:30～
10:00～11:30

ごっくん教室
乳幼児健診
旭川がん検診センター送迎検診
2歳ふれあいルーム
栄養教室
移動献血車

おいしい手料理
道端などに自生している身近な春の野草を使って簡
単、豪華な和風膳を作りましょう。
　
【春野草の和風膳】
＜材　料＞ （３人分程度）
●フキノトウの芯…約20ｇ
●こごみ…同
●カタクリの葉…６枚程度
●カニかまぼこ…市販品１袋
●てんぷら粉…れんげ約８杯
●みそ、薄口しょうゆ、みりん、削りかつお節…各少々
●市販のインスタントだし、天つゆ、しょうゆタレなど
（天つゆ用に代用する場合）
●てんぷら油…同
●玉子…１個

＜作り方＞
⑴てんぷら盛り合わせ
①てんぷらのたれ作り
　てんぷらたれの基本は「だし６：しょうゆ１：みりん１」。
　だしはかつお節でとるかつおだし。インスタントの顆粒だ
　しでも可。簡単に市販のかつおだし、めんつゆなどを使っ
　ても可。
②てんぷらを揚げる
ⅰ）てんぷら粉（れんげ約８杯分）、水（400cc）、玉子
（全卵１個）を混ぜる。てんぷら粉は１回目にれんげ7杯分、
　残りの１杯分は２回目に手でつまんで振り入れる（てんぷ
　ら粉は揚げる寸前に作ること）。
ⅱ）水は冷えているほうが良い。てんぷらの衣を作ってから
　その中に氷２、３個を加えて冷やしても可。
ⅲ）てんぷらを揚げる油温はセ氏170度程度。小さな衣を油
　に落とし、サッと揚がってくるようになったらＯＫ。
③カタクリの葉、フキノトウの茎、エゾイラクサをてんぷら
　の衣に絡めて揚げる。
④おろしだいこん、おろししょうがを添えて。
⑵ほうれん草、こごみのおひたし
①沸騰した湯でサッと湯がいて冷水に通し、水を切ったら食
　べやすく切って盛り付ける。かつお節をまぶして完成。
⑶カニかまのきぬた巻き
①湯がいたアスパラを一口サイズに切り、カニかまで３方か
　ら挟む。
②大根の薄切りで巻いて食べやすいサイズに切りそろえる。
③付け合わせのマヨネーズは、マヨネーズ（大さじ１）にみ
　そ（小さじ半分）を混ぜて完成。
⑷フキのみそ漬け
①湯がいたフキを食べやすい長さにぶつ切りにする。
②みそ、みりん、しょうゆ（各少々）を絡めて30分間程度付
　け置きして完成。

　カタクリの葉はでんぷん質が多いので、油で揚げると茶色
く変色します。注意しましょう。エゾイラクサは、新芽なら
味にくせがなく、おひたしにして食べてもおいしい一品です。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

【食べて健康・豆知識】
　旬の野菜や魚を食べることが免疫力を高めたり抵抗力をつけたり、
丈夫な体づくりにつながっていきます。
　山菜や野草がおいしくなる春には「苦味を盛れ」といわれてきま
した。芽吹く時期には苦味のあるものを食べ、冬の間にたまった老
廃物を出してビタミン、ミネラルを取り入れようという知恵です。
　フキノトウはつぼみの部分にあたり、この花が咲いた後には地下
茎から伸びる葉（ふき）が出てきます。カリウムを豊富に含んでお
り、塩分（ナトリウム）を体から排泄する役割があります。高血圧
の方には効果があります。
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●エゾイラクサ…15～20ｇ
●フキ…約30ｇ
●ほうれん草…約100ｇ
●グリーンアスパラ…1、2本
●大根、しょうが…適量


